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平成19年5月18目

都道府県医師会

社会保険担当理事　殿

目本医師会常任理事

　　　鈴　木　　満

目本経済新聞1面記事への対応について

　本目付、日本経済新聞1面において、「開業医の初診・再診料下げ　一厚労省

方針来年度から　病院との格差是正一」との見出しで、厚生労働省が2008

（平成20）年度の診療報酬改定において、開業医の初診・再診料を引下げる

方針を固め、あわせて開業医の時間外診療や往診料などの報酬を引き上げ、夜

間診療などへの取組みを促すことを中央社会保険医療協議会（中医協）におい

て、7月から検討をはじめる等といった内容の記事が掲載されました。

　次回診療報酬改定に関して、具体的な議論がはじまっていない状況において、

突然、このような内容が掲載され、本会としても厚生労働省関係部局へ早急に

事実確認をするとともに、然るべき対応を図るよう強く申し入れたところであ

ります。

　厚生労働省からは、本件に関し、武見副大臣による緊急記者会見を行い、本

件が事実無根であり、平成20年度の診療報酬改定の内容は、今後中医協にお

いて議論するものであるということを発表するとともに、全国の社会保険事務

局、都道府県主管課および地方厚生局に対し周知を図り、さらに、この件に関

して厚生労働省より、日本経済新聞社に対し厳重に抗議を行った旨の回答を得

ました。

　なお、本件に関する厚生労働省の考え方は、別添のごとくでありますので、

取り急ぎご連絡申し上げます。

＜添付資料＞

・5月18目付目本経済新聞1面記事（開業医の初診・再診料下げ）に対する

　厚生労働省の考え方（平成19年5月18目　厚生労働省保険局）



　　　　　5月18日付日本経済新聞1面記事
（開業医の初診・再診料下げ）に対する厚生労働省の考え方

平成19年5月・18日
　　厚生労働省保険局

O　厚生労働省においては、開業医の初診・再診料を引き下げる方針を固めた

　と言う事実は全くありません。

○　平成20年度に予定される診療報酬改定の内容については、今後中医協に

　おいて検討されます。

O　厚生労働省においては、この報道が事実に反する旨を、全国の社会保険事

　務局、都道府県主管課及び地方厚生局に対し、周知徹底を図っています。

○　なお、日本経済新聞社に対しては、この報道が事実に反する旨、厚生労働

　省より厳重に抗議を行いました。
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固
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収
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縮
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七
月
か
ら
中
果
社
会
保
険

医
療
協
議
会
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引
き
下
げ
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検
討
を
始
め
、
来
年
初
め
ま

で
に
下
げ
幅
を
決
め
る
。

　
診
療
所
で
医
療
を
行
う
開

基
医
の
平
均
月
額
報
酬
は
約

二
百
二
十
九
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円
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方
で

勤
務
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均
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収
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約
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コ
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1幅広い
「総合不

豫頷
塵地域の

医師を

る
が
、
モ
れ
で
も
勤
務
医
よ

り
高
い
と
の
見
方
が
一
般

的
。
厚
労
省
は
、
開
業
医
の

収
入
の
柱
で
あ
る
「
初
診
・

再
診
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と
、
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
の
服
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健
康
管

理
の
指
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授
け
取
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定
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に
つ
い
て
引
き
下
げ
を
検
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す
る
こ
と
に
し
た
。

特
に
再
診
料
の
診
療
報
酬

は
病
院
の
五
十
七
点
（
五
百

七
十
円
）
に
対
し
て
開
業
医

は
七
十
一
点
（
七
百
十
円
）
。

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
は
ベ

ッ
ド
数
の
多
い
大
病
院
は
ゼ

ロ
だ
が
、
開
業
医
は
二
百
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五
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五
十

円
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歴
史
的
に
開
業
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経
緯

が
あ
り
、
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に

な
る
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込
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。

　
開
業
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引
き
下
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の
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の
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と

つ
に
は
、
社
会
問
題
に
な
っ

て
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る
医
療
の
人
手
確
保
問

題
が
あ
る
u
夜
間
外
来
や
地

域
医
療
の
現
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で
は
、
大
病

院
に
患
者
が
集
中
し
て
勤
務

医
の
負
担
が
過
大
に
な
り
、

愚
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に
手
が
回
ら
な
い
ケ
ー
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が
起
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て
い
る
。

　
こ
の
た
め
診
察
料
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し

に
よ
っ
て
、
開
業
医
に
時
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外
診
療
や
往
診
を
増
や
す
よ
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促
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。
政
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は
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開
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す
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検
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取
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組

む
医
師
を
増
や
し
、
病
院
勤

務
医
の
負
担
を
減
ら
す
狙
い

だ
が
、
「
現
在
の
収
益
源
を

減
ら
さ
な
け
れ
ば
、
わ
ざ
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ざ
夜
間
診
療
は
し
な
い
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と

判
断
。
高
い
再
診
料
な
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を

絞
り
込
む
こ
と
で
人
手
が
足

り
な
い
医
療
サ
ー
ピ
ス
ヘ
の

参
加
を
促
す
。

　
一
方
で
過
重
労
働
な
ど
を

理
由
に
、
待
遇
や
労
働
条
件
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比
較
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い
開
業
医
に
な

る
勤
務
医
も
多
く
、
結
果
と

し
て
二
十
四
時
間
訟
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を
担

う
病
院
の
勤
務
医
不
足
に
拍

車
が
か
か
っ
て
い
る
。
開
業

医
と
勤
務
医
の
待
遇
格
差
が

縮
小
す
れ
ば
、
開
業
医
転
向

に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
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と

辱
暑
は
診
て
い
る
。

　
医
師
不
足
の
解
消
の
た

め
、
政
府
・
与
党
怠
産
科
や

小
児
科
の
診
撮
報
酬
引
き
上

げ
の
ほ
か
、
医
療
事
故
の
訴

訟
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
制
度

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
医
師
が
新
た
に
開
業
す

る
際
に
は
、
へ
き
地
や
小
児

救
急
医
療
の
経
験
を
資
格
要

件
に
す
る
案
も
検
討
し
て
お

り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
構
造

的
な
偏
り
を
是
正
す
る
対
策

を
迫
ら
れ
て
い
る
。


